
平成30年３月 京都市上下水道局

 京都市上下水道事業経営ビジョン（2018-2027）
京（みやこ）の水ビジョン －あすをつくる－　リーフレット版

京都市の
水道・下水道を
守り続けます！

京都市上下水道局
マスコットキャラクター

ホタルの澄都（すみと）くん

今後10年間の水道・下水道の計画を策定しました！



水道・下水道管路の老朽化の見通し （仮に今後更新を行わなかった場合の試算結果）

管路・施設の老朽化（必要な支出の増大）

本市の人口・水需要の推移と見通し
水需要の減少（収入の減少）本市の人口・水需要の推移と見通し
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有収水量人口

ピーク時と比較すると…
水道（有収水量）　　△22％減少
下水道（有収汚水量）△18％減少

水需要が減少

今後,人口減少が進み
水需要は更に減少

有収汚水量
ピーク
平成2年

ピーク
平成9年

18%
下水道管路では,20年間で
老朽化が一気に加速！

老朽化割合
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水道管路（配水管） 約4,200km
下水道管路　 　　約4,200km
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5年後 10年後 15年後 20年後 25年後 30年後

更新を行わない場合,20年後には
管路の大半が老朽化してしまう！

更新には莫大な事業費が
必要となる！

視点1 京の水をみらいへつなぐ

水需要の減少や施設の老朽化など
様々な課題を解決する必要があります

50年,100年先の将来にわたって
水道・下水道を守り続けます！

視点2 京の水でこころをはぐくむ

視点3 京の水をささえつづける

課題を一つ一つ
しっかりと解決
していきます！

３つの視点から

目指す
将来像

を実現します！

　京都市では,これまでの10年間,「京（みやこ）の水ビジョン」（2008-
2017）に基づき,老朽化した水道配水管の更新や,大雨からまちとくらしを
守るための浸水対策などの事業を着実に進めてきました。
　一方,節水型社会の定着や人口減少により水需要が減少する（収入が減
少する）とともに,管路や施設の老朽化が更に進む（必要となる事業費が増
大する）など,今後の経営環境は大変厳しい見通しとなっています。
　また,地震や大雨等の災害への備えや,多様化するお客さまニーズへの
対応,これまでに培ってきた技術の継承など,事業を取り巻く様々な課題
を着実に解決していく必要があります。

　厳しい経営環境の中だからこそ,水道・下水道の基本的な役割を
しっかりと果たすことに重点を置きます。そして,長期的な視点
かつ幅広い視野で「目指す将来像」を描き,その実現を目指します。
　そして,基本理念「京の水からあすをつくる」に基づき,３つの視
点と９つの方針から,市民や水道・下水道に携わる事業者の皆さまと
一体となって,取組を推進します。

３つの視点と

９つの方針で
取組を進めます

つくる まもるはこぶ いどむきれい
にする

こたえる ゆたかにする

ささえる

あすをつくる京の水から
きょう

基本理念

になう

「　　　
　　　　　」
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400～500億円
規模の事業費

事業費
使用料収入 更新時期が到来！

50年以上経過
管路の標準耐用年数は50年

事業費
を段階

的に増
加

させて
いく必

要があ
る

収入（有収汚水量）は減少

御
所

南部エリア

北部エリア

方針②

京の水をみらいへつなぐ こころをはぐくむ

ささえつづける

京の水で

京の水を

水源から蛇口までの水質
管理を徹底し,安全・安心
な水道水をつくります

老朽化した管路の改築更新

雨水幹線の整備等による浸水対策の推進

インターネットを活用した
新たなサービスの展開

琵琶湖疏水の魅力向上・発信

戦略的な
広報・広聴
活動の展開

下水道資源の
更なる有効活用

2023年度に
合流式下水道改善率
100％を達成

配水管更新をペースアップ！

南北２箇所の事業・防災拠点の整備

老朽化した管路の更新と
耐震化を進め,水道水を
安定してお届けし,下水
を確実に集めます

「目指す将来像」の実現に
向けて着実に事業を展開
していきます！

琵琶湖・淀川水系の中流域に位置する
大都市として,大きな水循環の中で京都
ならではの事業を展開していきます！

耐震性の劣る管路を
「老朽配水管」と位置
付け,その解消に向け
て,耐震管への更新を
ペースアップさせて
進めます。

下水汚泥を固形燃料化し,火力
発電所等で有効活用します。

新技術の調査・研究に加え,
府内最大規模の事業者と
して,広域化・広域連携にお
けるリーダーシップを発揮
するなど,広い視野で挑 戦
を続けます

太秦庁舎敷地内に完成した水
道技術研修施設では,事業者
の皆さまの研修の場として活
用するほか,市民の皆さまの見
学受入れも行います！

下水をきれいにして川へ
返し,市内河川や下流域
の水環境を保全します

市内中心部の新たな大動脈となる幹線「鳥羽第３導水きょ」の
整備等により,雨水整備率を向上させます。

市内南部エリアを所管する維持管理部門
等に加え,本庁機能を集約した拠点を整備
し,機動的な防災・危機管理体制を確立
します。

市民の皆さまととも
に,地震や大雨など
の災害から,まちと
くらしを守ります

分かりやすく伝え,しっかりと
声を受け止め,市民の皆さまの
期待に応え続けます

通船事業の本格化 琵琶湖疏水記念館の
リニューアル

琵琶湖疏水の魅力を高め,地球
環境にやさしい事業運営により,
まちやこころをゆたかにします

次代を担う子ども達を対象とした広報活動

管路や施設の更新を進めるに当たっては，将来世代に負担を先送りしないよう，企業債（借金）に過度に依存せず，
更新に充てることができる利益を確保することが大切です。今後10年間では，水道・下水道でそれぞれ200億円の
利益が必要となり，厳しい経営環境の中でもしっかりと確保できるように，絶え間ない経営努力を進めます！

上下水道局職員
の育成はもとよ
り,市 民や水道・
下水道に携わる
事業者の皆さま
とのきずなを強
め,水道・下水道
を守り続けます。

業 務 執 行 体 制 の 効
率化など絶え間ない
経営努力を進めるほ
か,長期的な視点に
立った取組として,今
後の下水道の大規模
更新に備え,積立金
を確保します。

これまで培ってきた技術を
しっかりと継承し,京の水
の担い手を育て,きずなを
強めます

50年後,100年
後を見据えた経
営を行い,将来に
わたって京の水
を支え続けます

新しい技術を取り入れな
がら,周辺地域や海外を
含めた広い視野で,未来
に向けた挑戦を続けます

方針①

方針②

方針③

方針④

方針⑤
管路や施設等の更新のために,
今後10年間で400億円の利益を確保する必要があります！
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新山科浄水場導水トンネル（既設）

シールドマシン

新山科浄水場
蹴上取水池

琵琶湖疏水 日ノ岡取水池

新山科浄水場導水トンネル（新設）

雨天時

分流式と同等

削減

対策前 2017年度 2023年度 当面の目標

合流式
下水道

分流式
下水道

改善率
63% 改善率
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雨水幹線

前回ポーズ

今回イラストタッチ
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方針① こたえる
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水道使用水量

視点1 視点2

視点3

3つの視点から目指す将来像
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体験型研修施設（水道技術研修施設）

大規模地震が起こっても,
水道・下水道が利用でき,
大雨が降っても,浸水から
まちやくらしが守られて
います

周辺地域や海外を含め,広い
視野で事業が運営されています

安全・安心な水道水をいつでも安定して利用できます

衛生的な生活と良好な水環境がいつまでも守られています

一人一人のお客様が
安心して水道・下水道
サービスを受けられます

琵琶湖疏水の魅力が継承され,文化・景観と
融合した事業が展開されています

山間地域の上下水道事業は,
水道事業・公共下水道事業の
体制のもとで一体的に推進
します

地球環境への負荷を最小限に抑え,事業が運営されています

世代間の負担の公平性が保たれ, 健全な
財務体質により事業が運営されています

上下水道局と市民・事業者の皆さまが一体
となって水道・下水道を守り続けています
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地震等災害時においても原水をこれまで以上に安定的に取水するため，蹴上
取水池（琵琶湖疏水）と新山科浄水場を結ぶ導水トンネルを新たに布設し,耐震化！

下水の処理水質の向上や
水環境保全センター施設
の改築更新・耐震化のほか,
合流式下水道（汚水と雨水
を同じ管で流す方式）の
改善対策を進めます

太秦庁舎
（2017年7月開庁）

北部エリア拠点

予定地
（2022年度）

南部エリア拠点

本庁機能も
移転します

老朽配水管の解消率

【公共下水道事業】事業費及び収入の推移と見通し

方針① になう

方針② ささえる

雨水整備率
10年確率降雨対応

市内の約半分の給水量を担う新山科浄水場の導水トンネルを
更新・耐震化

水源から蛇口までの水質管理
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配水管

汚水

雨
水
管

汚
水
管

きれいになった

放流水

安全・安心な水道水

大阪湾
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（水道水のもと）

水環境保全センター
（下水処理場）
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計画の詳細はこちら！
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京都市総合防災訓練の様子

リーフレット版

10年間の計画（ビジョン）と合わせて,前後期各５箇年の実施計画を
策定し,年次計画に基づく着実な事業推進と,絶え間ない経営努力に
よる経営基盤の強化を進めます。

職員定数の削減

効率的な事業運営

60億円の
収支改善

今後５年間（2018-2022）は
水道料金・下水道使用料の
水準を維持して事業を推進！

「中期経営プラン」（実施計画）に
   基づき,  各取組を
   しっかりと進めます！

厳しい経営環境の中では，市民や水道・下水道に携わる事業者の皆さまとの連携がこれまで以上に重要になります。
そのため，防災・危機管理対策や技術継承など幅広い分野での連携を通じて，

私たち上下水道局と共に京都市の水道・下水道を守り続けていただきますよう御理解と御協力をお願いします。

皆さまと一体となって
京都市の水道・下水道を守り続けます

飲料水の備蓄

災害時には１人１日３ℓ必要！

私たち上下水道局と共に京都市の水道・下水道を守り続けていただきますよう御理解と御協力をお願いします。

京都市上下水道局
マスコットキャラクター

 ホタルのひかりちゃん

上下水道局

市民 事業者


